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から第2版が2008年にでてます共⽴出版

https://www.kyoritsu-pub.co.jp/book/b10010674.html
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いまどきのAIエージェントいまどきのAIエージェントいまどきのAIエージェントいまどきのAIエージェントいまどきのAIエージェントいまどきのAIエージェントいまどきのAIエージェントいまどきのAIエージェントいまどきのAIエージェントいまどきのAIエージェントいまどきのAIエージェントいまどきのAIエージェント

学習済みのLLM（Larget Language Model）を使って作られたエー
ジェントが想定され、複雑なタスクを⾃律して解決してくれること

が期待される

推論（reasoing, 論理的な思考）
計画（planning）
実⾏（tool execution）
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現在の⼤規模⾔語モデルは、潜在空間に埋め込まれたベクトル

表現をもとに、⽂脈に応じてそれっぽいことを出⼒する機械

Hallucination（幻覚）などの問題がある
プロンプトエンジニアリング（Chain-of-Thoughtなど）やRAG
（Retrieval-Augmented Generation）などの解決策が提案されて
いる

エージェント指向でさらなる改善を⽬指せないか？



2024/4に出た調査論⽂2024/4に出た調査論⽂2024/4に出た調査論⽂2024/4に出た調査論⽂2024/4に出た調査論⽂2024/4に出た調査論⽂2024/4に出た調査論⽂2024/4に出た調査論⽂2024/4に出た調査論⽂2024/4に出た調査論⽂2024/4に出た調査論⽂2024/4に出た調査論⽂

https://arxiv.org/abs/2404.11584





推論と計画の重要性推論と計画の重要性推論と計画の重要性推論と計画の重要性推論と計画の重要性推論と計画の重要性推論と計画の重要性推論と計画の重要性推論と計画の重要性推論と計画の重要性推論と計画の重要性推論と計画の重要性

複雑な問題を正確に捉え、それを解くためには正しい推論が必

要（⼈でも同じこと）

推論したあとに計画を作る必要がある
タスクの分割（task decomposition）、multi-plan selection, external module-
aided planning, re�ection and re�nement, memory-augmented planningなどな
ど

Plan Like a Graph（PLaG）
計画を有向グラフで表現する⽅法

性能向上に寄与するが、ステップ数が増えると性能が低下する





タスクを達成するのにかかる最⼩の時間を答えさせる

PLaG - explicit graphはグラフ構造を隣接リストの構造で明⽰
PLaG - BaGは説明の中で隣接リストを明⽰して、こういう感じ
のグラフを作ってから計算しようと指⽰する



結果1結果1結果1結果1結果1結果1結果1結果1結果1結果1結果1結果1



結果2結果2結果2結果2結果2結果2結果2結果2結果2結果2結果2結果2

隣接リストを明⽰的に与えるより、説明⽂の中で紹介して⾃分でグ

ラフを作らせるBaGの⽅が若⼲性能が良い



結果3結果3結果3結果3結果3結果3結果3結果3結果3結果3結果3結果3

⼿順が複雑になると急激に性能が低下する



結論結論結論
結論結論結論結論結論結論結論結論結論

LLMをデジタルデバイスや汎⽤的なエージェントに仕⽴てあげられ
るのか疑問



効果的なtool callingの重要性効果的なtool callingの重要性効果的なtool callingの重要性効果的なtool callingの重要性効果的なtool callingの重要性効果的なtool callingの重要性効果的なtool callingの重要性効果的なtool callingの重要性効果的なtool callingの重要性効果的なtool callingの重要性効果的なtool callingの重要性効果的なtool callingの重要性

問題を適切に分割して、分割された問題に適したAPIを呼ぶこと
で複雑な問題を解決する

それぞれにペルソナを持ったマルチエージェントでは、うまく

問題を分割できれば性能向上が⾒込める



シングルエージェントシングルエージェントシングルエージェントシングルエージェントシングルエージェントシングルエージェントシングルエージェントシングルエージェントシングルエージェントシングルエージェントシングルエージェントシングルエージェント

複雑な問題の場合、うまく計画が⽴てられず、堂々巡りに陥る

ことがある。

シングルエージェントには、よく定義されたわかりやすいタス

クが向いている

提案されている主な⼿法
ReAct（Reason+Act）
RAISE
Re�exion
AUTOGPT+P
LATS



マルチエージェントマルチエージェントマルチエージェントマルチエージェントマルチエージェントマルチエージェントマルチエージェントマルチエージェントマルチエージェントマルチエージェントマルチエージェントマルチエージェント

チームの編成と改変(reorganization)に強みがある
それぞれのエージェントが個性に合わせた仕事に特化

次のステップで必要なくなればチームから消す

提案されている主な⼿法
Embodied LLM Agents Learn to Cooperate in Organized Teams
DyLAN
AgentVerse
MetaGPT



Discussion and ObservationDiscussion and ObservationDiscussion and ObservationDiscussion and ObservationDiscussion and ObservationDiscussion and ObservationDiscussion and ObservationDiscussion and ObservationDiscussion and ObservationDiscussion and ObservationDiscussion and ObservationDiscussion and Observation

プロンプトで与えられた情報が⼗分だった場合、マルチエージ

ェントの議論がパフォーマンスの向上に寄与しないという研究

もあるので、シングル・マルチの選択は広い視野が必要

⼈の正しいフィードバックはパフォーマンスを改善する
LLMベースのエージェントは意⾒に従順すぎる点は注意

はっきりした役割設定はシングル・マルチエージェントともに

パフォーマンスの向上に寄与
マルチエージェントではリーダーの役割をはっきり決めることも重要

ほとんどの論⽂がよくあるベンチマーク⽤のデータセットを利

⽤している
現実世界にどれくらい役⽴つかはまだまだこれからの研究が必要


